
は
じ
め
に

享
保
期

(

一
七
一
六
―
一
七
三
六)

で
あ
れ
ば
、
勅
撰
集
・『

百
人

一
首』

・『

伊
勢
物
語』

な
ど
、
和
歌
を
学
ぶ
た
め
の
必
読
の
古
典
が
出

版
に
よ
り
出
揃
っ
て
い
た
。
京
都
で
は
有
賀
長
伯

(

一
六
六
一
―
一
七

三
七)

・
香
川
宣
阿

(

一
六
四
六
―
一
七
三
五)

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
地
下
二
条
派
の
宗
匠
達
が
、
歌
枕
の
考
証
、
古
典
注
釈
、
和
歌
実
作

の
た
め
の
啓
蒙
書
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
学
ぼ

う
と
す
る
者
は
、
宗
匠
筋
に
よ
る
和
歌
添
削
指
導
を
直
接
受
け
る
こ
と

も
可
能
で
あ
っ
た
。
素
人
が
和
歌
を
学
ぼ
う
と
し
た
際
、
身
の
丈
に
合
っ

た
和
歌
学
習
の
環
境
は
十
分
に
整
っ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
。

ほ
ぼ
同
時
代
、
京
都
に
松
井
政
豊

(

一
六
七
八
―
一
七
四
六)

と
い

う
医
者
が
い
た
。
彼
は
本
職
の
傍
ら
、
堂
上
歌
人
烏
丸
光
栄

(

一
六
八

九
―
一
七
四
八)

の
指
導
を
仰
い
だ
。
手
近
な
と
こ
ろ
で
は

『

名
家
伝

記
資
料
集
成』

に
そ
の
名
が
上
が
り
、
出
身
地
・
生
没
年
・
師
系
・
家

集
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
歌
人
と
し
て
彼
の
名
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
光
栄
述
、
諸
門
人
筆
録
の
聞
書

『

烏
丸
光

栄
�
口
授』

の
中
に
頻
出
し
、
光
栄
の
門
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う

く
ら
い
で
、
地
下
歌
人
と
し
て
の
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。し

か
し
、
光
栄
を
中
心
と
し
た
周
辺
資
料
の
収
集
過
程
に
お
い
て
、

政
豊
の
烏
丸
門
内
に
お
け
る
和
歌
活
動
が
や
や
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の

重
要
性
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
無
名
に
近
い
歌
人
を
こ
の
ま
ま
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放
置
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
酷
な
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
た
。
彼
は
、
三

十
歳
半
ば
よ
り
中
院
通
躬

(

一
六
六
八
―
一
七
三
九)

の
指
導
の
も
と

和
歌
研
鑽
を
積
ん
だ
末
、
四
十
八
歳
で
光
栄
に
入
門
。
後
に
光
栄
よ
り

認
め
ら
れ
、
和
歌
添
削
指
導
を
行
う
許
し
を
得
る
。
と
と
も
に
烏
丸
門

へ
の
入
門
者
斡
旋
、
歌
会
の
設
定
な
ど
烏
丸
門
の
た
め
に
腐
心
し
た
。

彼
の
許
か
ら
は
、
加
藤
景
範

(

一
七
二
〇
―
一
七
九
六)

の
よ
う
な
、

次
世
代
の
歌
壇
史
に
名
を
留
め
る
人
物
も
排
出
し
て
い
る
。
享
保
期
、

政
豊
は
京
都
で
公
家
の
門
弟
と
な
り
、
師
烏
丸
光
栄
の
元
で
そ
の
手
足

と
な
り
一
門
の
和
歌
指
導
や
門
人
獲
得
に
尽
力
し
た
。
出
版
を
通
じ
て

自
ら
を
主
張
し
続
け
た
長
伯
、
宣
阿
な
ど
の
地
下
の
専
門
歌
人
が
い
る

一
方
で
、
公
家
の
高
弟
と
し
て
地
道
に
和
歌
活
動
に
携
わ
っ
た
一
地
下

歌
人
松
井
政
豊
に
焦
点
を
向
け
る
こ
と
は
、
近
世
和
歌
史
に
お
い
て
さ

ほ
ど
無
益
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

一

先
行
研
究
と
関
連
資
料

政
豊
に
関
す
る
先
行
研
究
二
つ
と
、
把
握
し
た
政
豊
の
関
連
資
料
八

点
を
上
げ
る
。

先
行
研
究

○
大
谷
俊
太
氏

｢『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

の
諸
本
―
堂
上
地
下
間

の
歌
道
教
授
―｣

(『

南
山
国
文
論
集』

十
六
号
、
平
成
四
年
三

月)

○
多
治
比
郁
夫
氏

｢『

祝
寿
編』

と

『

奉
觴
篇』

―
後
藤
養
庵
・

香
川
修
庵
の
六
十
賀
集
―｣

(『

杏
雨』

第
五
号

平
成
十
四
年

四
月)

関
連
資
料

○
蓮
沼
和
歌
集

(

政
豊
家
集)

○
松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草

(

政
豊
添
削
に
よ
る
景
範
等
諸
家
詠
草

集
。
全
て
政
豊
筆)

○
松
の
し
た
露

(

政
豊
点
加
藤
景
範
詠
草
。
景
範
筆)

○
同
門
和
歌
百
首
案

(

１)

(

烏
丸
門
の
撰
集
。
政
豊
五
首
入
集)

○
烏
丸
光
栄
�
口
授

(

２)

(

光
栄
述
、
門
人
筆
録
の
聞
書
。
政
豊
頻
出)

○
中
院
通
茂
百
首

(

３)

(

中
院
通
茂
家
集
。
政
豊
筆)

○
松
井
政
豊
に
与
ふ
る
書

(

４)

(

和
歌
教
訓
書
。
光
栄
よ
り
政
豊
へ
下

賜)
○
松
井
一
学
師
教
訓

(

光
栄
か
ら
政
豊
へ
の
歌
学
書
か

(

５))

大
谷
氏
は
、『
烏
丸
光
栄
�
口
授』

の
諸
本
を
検
討
し
、
堂
上
と
地
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下
の
歌
道
教
授
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
、
多
治
比
氏
は
、
医
者
と

し
て
の
政
豊
の
医
統
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
て
、
大
谷
氏
は
、
そ
の
論
考
の
注
に
お
い
て

｢

光
栄
の
地
下
の
門

人
の
中
で
は
高
弟
に
当
た
る｣

と
門
人
内
で
の
政
豊
の
位
置
づ
け
に
ふ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
い

え
る
の
か
、
具
体
的
に
例
を
上
げ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

年
に
二
た
び
お
ほ
や
け
の
御
暇
有
べ
き
比
を
う
か
ゞ
ひ
て
、
し
づ

や
か
に
清
ら
な
る
処
を
ゑ
ら
み
公
を
請
し
奉
り
、
ひ
な
の
都
の
人
々

を
集
め
て
ひ
と
つ
筵
に
侍
り
。
御
前
に
て
題
を
さ
ぐ
り
御
み
づ
か

ら
も
首
の
題
と
ら
せ
た
ま
ひ
、
人
々
の
を
も
や
が
て
御
点
た
ま
は

り
、
さ
ま
�
�
御
教
へ
聞
え
さ
せ
給
ふ
。
あ
な
た
う
と
。
今
日
の

た
う
と
さ
や
、
と
思
は
ぬ
人
な
し
。
か
ゝ
る
い
み
じ
き
事
、
此
人

な
く
て
な
り
な
ん
や
は
。

(『

蓮
沼
和
歌
集』

跋
文

＊
上
記
資
料
の
引
用
は
、
私
に
句
読
点
、

濁
点
を
付
し
た)

跋
文
と
い
う
性
質
に
よ
り
、
や
や
客
観
性
を
欠
く
か
も
し
れ
な
い
が
、

政
豊
の
門
人
内
に
お
け
る
位
置
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
光
栄
を
招
聘

し
て
の
歌
会
は
、
年
に
二
回
、
光
栄
の
都
合
に
合
わ
せ
、
慎
重
に
場
所

を
選
定
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
当
座
興
行
が
、
政
豊

な
し
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
素

直
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
門
人
達
に
と
っ
て
政
豊
は
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
他
、
跋
文
に
は
政
豊
に
つ
い
て

｢

さ
れ
ば
同
じ
流
れ
を
く
む
と

も
が
ら
、
此
翁
の
心
お
き
て
に
な
び
か
ぬ
人
な
し｣

、｢

お
の
づ
か
ら
翁

を
一
日
の
師
に
し
て｣

な
ど
と
記
し
て
お
り
、
門
内
で
の
指
導
的
立
場

が
浮
き
彫
り
と
な
る
。

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

当
座
よ
む
へ
し
と
被
仰
。
短
尺
題
は
尊
師
御
染
筆
に
て
、
御
持
参

の
硯
箱
の
ふ
た
へ
、
牧
庄
次
短
尺
を
も
り
申
さ
れ
、
巻
頭
尊
師
御

と
り
被
為
遊
、
夫
よ
り
段
々
め
い
�
�
と
り
申
き
。
巻
軸
は
松
井

一
学
政
豊
江
御
さ
し
つ
有
。

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』)

寛
保
元
年

(

一
七
四
一)

五
月
十
二
日
に
光
栄
を
招
い
て
の
門
人
九

人
に
よ
る
当
座
に
つ
い
て
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は

｢

巻

軸
は
松
井
一
学
政
豊
江
御
さ
し
つ
有
。｣

で
、
光
栄
が
政
豊
に
巻
軸
を

詠
む
よ
う
指
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
巻
軸
歌
が
巻
頭
歌
と
照
応
さ
れ
、

作
者
が
選
定
さ
れ
る
と
い
う
認
識
に
立
て
ば
、
門
人
内
で
の
政
豊
の
位

置
は
自
ず
と
知
ら
れ
よ
う
。
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二

家
集

『

蓮
沼
和
歌
集』

ま
ず
は
彼
の
家
集
の
書
誌
を
記
し
、
歌
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

い
。蓮

沼
和
歌
集

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
蔵

９
１
１
・
１
５
８
Ｍ
Ａ
Ｔ

縦
二
三
・
一
×
一
六
・
九
糎
の
袋
綴
じ
写
本
一
冊
。
延
享
五
年

(

一
七
四
八)

写
。
香
色
卍
繋
表
紙
原
装
。
左
肩
題
簽

｢

蓮
沼
和

歌
集｣

。
内
題
な
し
。
料
紙
は
楮
紙
。
全
一
三
六
丁
。
一
面
九
行
、

一
首
一
行
書
。
中
井
誠
之
の
序
文

(

景
範
筆)
・
加
藤
景
範
の
跋

文

(

自
筆)

を
付
す
。
和
歌
本
文
は
、
景
範
の
父
信
成
筆
。
全
一

一
三
三
首
。
印
記
は

｢

森
文
庫｣

(

森
繁
夫)

。

管
見
に
入
っ
た
伝
本
は
森
文
庫
本
の
一
本
の
み
。
伝
来
に
つ
い
て
は
、

｢

わ
た
ら
へ
の
お
ほ
ん
神
庫
に
お
さ
め
奉
ら
ん｣

(

跋
文)

と
あ
り
、
本

来
は
豊
宮
崎
文
庫
へ
奉
納
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で

あ
ろ
う
か
、
森
繁
夫
の
所
有
に
至
っ
た
。
政
豊
は
、
光
栄
の
前
に
中
院

通
茂
、
続
い
て
同
通
躬
に
学
ん
で
い
る
。
通
茂
か
ら
通
躬
へ
移
っ
た
の

は
通
茂
の
死
に
よ
っ
て
お
り(

跋
文)

、
さ
ら
に
通
躬
か
ら
光
栄
へ
移
っ
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た
の
は
、
通
躬
が

｢

お
ほ
や
け
の
御
事
し
げ
く
わ
た
ら
せ
給｣

(

跋
文)

と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
和
歌
本
文
の
巻
頭
に
は

｢

中
院
前
右
府
公
御

合
点
詠
草
／
正
徳
三
年
癸
巳
九
月
那
波
常
祐
月
次
に｣

と
あ
り
、
通
躬

よ
り
合
格
と
さ
れ
た
詠
草
が
編
年
順
に
、
享
保
四
年

(

一
七
一
九)

ま

で
続
い
て
い
る
。
続
い
て

｢

蓮
沼
和
歌
遺
稿
／
烏
丸
前
内
府
公
御
合
点

詠
草｣

と
あ
り
、
以
後
光
栄
の
合
格
と
し
た
歌
が
部
立
て
で
配
列
さ
れ

る
。
と
も
あ
れ
、
正
徳
三
年

(
三
十
六
歳)

か
ら
死

(

六
十
九
歳)

の

延
享
三
年
ま
で
の
三
十
四
年
間
、
通
茂
の
指
導
を
含
め
る
と
そ
れ
以
上

に
彼
は
、
一
貫
し
て
当
代
一
流
の
公
家
を
師
と
し
て
添
削
指
導
を
受
け

続
け
、
二
条
流
の
和
歌
に
親
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

続
い
て『

蓮
沼
和
歌
集』

の
詞
書
き
・
歌
会
注
記
に
注
目
し
、
交
友
・

行
動
範
囲
を
示
し
た
い
。
資
料
１
は
、
詞
書
き
、
歌
会
注
記
か
ら
政
豊

が
参
加
し
た
歌
会
の
亭
主
名
を
上
げ
、
そ
の
下
に

(
)

で
出
座
し
た

会
の
種
類
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
出
座
し
た
合
計
の
回
数
を
数
字

で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
最
初
の｢

那
波
常
祐(

当
座
・
月
次)

７｣

は
、
那
波
常
祐
亭
で
行
わ
れ
た
当
座
と
月
次
に
出
座
し
た
合
計
が

七
回
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
各
亭
で
の
歌
会
回
数
の
多

寡
が
必
ず
し
も
、
亭
主
と
の
親
交
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
に
し

ろ
、
交
流
状
況
を
知
る
上
で
の
一
つ
の
基
準
と
な
ろ
う

(

以
下
○
印
は

光
栄
門
を
示
す
。
亭
主
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
場
所
を
示
し
て

い
る)

。
資
料
１

那
波
常
祐

(

当
座
・
月
次)

７

川
喜
田
爾
然
斎

(

会
・
内
会
・

当
座
・
兼
題
・
月
次)

�

鈴
木
正
寿

[

妙
満
寺]

(

当
座)

４

○
後
藤
則
明

[

政
豊
亭
来
訪
も
含
む]

(

会
・
当
座)

�

○
中

倉
忠
悦

(

会
・
当
座
・
御
成
当
座)

�

嘯
月

(

会
・
当
座)

�

○
村
田
景
忠

(

会
・
当
座)

２

○
松
村
昌
條

(

兼
題

[

欠
席])

１

出
雲
寺
和
泉
椽
元
丘(

会
・
当
座)

５

○
妻
屋
秀
員(

会
・

当
座)

２

森
三
竹

(

会
・
当
座)

７

丸
山

[

地
名
か]

(

当

座)

１

糟
谷

(

当
座)

１

○
長
江
喜
維

(

会
・
当
座)

５

○

[

加
藤]

信
成

(

両
吟)

１

政
輔

(

当
座)

１

中
村

(

当

座
・
両
吟)

２

俊
方

(

旅
亭
当
座)

１

奥
井
長
由

(

当
座)

１

○
久
保
倉
盛
紹

旅
亭

(

光
栄
御
成
当
座)

１

○
安
田
長

伯

(

当
座)

１

[

歌
な
し]

似
雲

(

住
め
る
を
と
ひ
て)

１

聖
護
院
森
大
村
亭

(

当
座)

１

三
本
木
坂
田
亭
御
成

(

当
座)

９

吉
田

[

地
名
か]

(

当
座)

１

○
土
佐

[

光
芳]

(

歌
会)

１

圓
山
会

(

当
座)

１

烏
丸
殿
家
に
て
１

勢
州
山
田
に
て

(

当
座)
４

浪
華
五
友
軒
会
２

勢
州
射
和
に
て
１

法
然
寺
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(

当
座)

１

同
じ
烏
丸
門
で
親
密
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
加
藤
信
成
亭
へ
の
出

座
が
一
回
、
妻
屋
秀
員
亭
へ
の
出
座
が
二
回
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に

も
少
な
い
印
象
を
受
け
る
。
加
藤
信
成

(

一
六
八
七
―
一
七
五
一)

は

政
豊
の
添
削
を
受
け
、『

蓮
沼
和
歌
集』

を
筆
写
し
た
人
物
。
妻
屋
秀

員

(

一
六
八
二
―
一
七
六
五)

は
政
豊
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
、
烏
丸
門

へ
入
門
し
た

(

後
述)

間
柄
で
あ
る
。
ま
た
、
政
豊
・
秀
員
・
信
成
の

三
人
は
連
れ
だ
っ
て
吉
野
山
へ
桜
を
見
に
行
く
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た

(

６)

。
信
成
の
家
集

『

承
露
吟
草

(

７)』

を
閲
し
て
み
る
と
、
信
成
の
政
豊
亭

へ
の
出
座
は
計
四
回
。
同
様
に
、
秀
員
の
家
集『
積
翠
集

(

８)』

を
見
る
と
、

秀
員
の
政
豊
亭
へ
の
出
座
は
二
回
と
相
互
の
歌
会
出
席
は
認
め
ら
れ
る

も
の
の
、
や
は
り
多
い
と
は
言
え
ず
、
意
外
に
歌
会
で
顔
を
つ
き
あ
わ

せ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
理
由
は
、
政
豊
が
京
都
在
住
で
、

彼
ら
は
大
坂
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
単
純
に
推
測
さ
れ
る
。

出
座
の
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
川
喜
田
爾
然
斎
亭
で
の
歌
会
で
あ
る
。

川
喜
田
爾
然
斎

(

一
六
八
五
―
一
七
五
五)

は
、
伊
勢
安
濃
津
の
富
商

で
江
戸
で
木
綿
を
商
っ
た
。
享
保
七
年

(

一
七
二
二)

三
十
八
歳
で
剃

髪
し
て
玄
無
と
名
乗
り
、
京
都
嵯
峨
野
に
庵
を
結
ん
で
隠
棲
し
た
。
詞

書
き
・
歌
会
注
記
に
は

｢

爾
然
斎
会
兼
題｣

な
ど
の
他
に

｢

光
盛
宅｣

な
ど
と
爾
然
斎
の
俗
名
も
散
見
し
、
政
豊
は
爾
然
斎
が
出
家
す
る
享
保

七
年
以
前
よ
り
爾
然
斎
の
歌
会
に
出
座
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
爾
然

斎
は
、
武
者
小
路
実
陰
門
で
あ
っ
た

(

９)

が
、
烏
丸
光
栄
も
実
陰
を
師
と
し

て
い
た
。
そ
の
辺
り
に
も
政
豊
が
爾
然
斎
亭
へ
足
繁
く
通
っ
た
理
由
が

あ
ろ
う
。

室
町
錦
小
路
に
住
居
を
構
え
て
い
た
中
倉
忠
悦

(

烏
丸
門
・
医
師)

亭
へ
の
出
座
が
十
四
回
と
、
比
較
的
多
い
の
は
、
同
門
で
や
は
り
京
住

ま
い
と
い
う
点
と
、
同
じ
医
師
と
い
う
点
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
目
に
留
ま
る
の
が

｢

勢
州
山
田
に
て
当
座｣

｢

勢
州
射
和
い
ざ
わ

に
て
当
座｣

と
い
っ
た
伊
勢
で
の
当
座
へ
の
出
座
で
あ
る
。『

蓮
沼
和

歌
集』

(

九
九
八)

に
、｢

景
忠
伊
勢
の
国
に
帰
る
頃
は
か
ら
ず
同
じ
く

と
も
な
ひ
下
り
て
松
坂
に
て
別
る
ゝ
と
て
読

(

マ
マ)

侍
る｣

の
一
首
が
み
ら
れ

る
の
で
、
こ
の
下
向
の
と
き
に
出
座
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
伊
勢
の

御
師

お
ん
し

福
井
末
紀
は
、
政
豊
に
添
削
を
受
け
て
お
り
、『

蓮
沼
和
歌
集』

に

｢

梅
庵
を
題
す
勢
州
山
田
福
井
末
紀
庵
号
／
年
寒
き
雪
の
う
ち
よ
り

咲
出
て
梅
も
庵
の
名
を
ぞ
う
づ
ま
ぬ｣

の
一
首

(

九
九
四)

が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
伊
勢
射
和
の
豪
商
竹
川
政
秀
か
ら
は
和
歌
の
勧
進
を
受
け

て
い
る

(
一
〇
七
〇)

。
前
述
の

｢

勢
州
射
和
に
て
当
座｣

は
竹
川
政

秀
亭
で
あ
ろ
う
。『

蓮
沼
和
歌
集』

が
本
来
豊
宮
崎
文
庫
へ
の
奉
納
を
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意
図
し
て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
伊
勢
の
人
々
と
の
交
流
か
ら
意
識
さ

れ
て
い
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

三

指
南
を
受
け
た
人
々

『

和
歌
問
答

(

�)』

に
政
豊
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

御
答
に
、
歌
は
平
常
の
器
用
不
器
用
に
は
よ
ら
ぬ
也
。
只
心
持
と

執
心
の
義
也
。
地
下
た
り
共
松
井
一
学
な
と
は
聞
及
の
通
、
故
内

府
門
弟
の
中
に
て
つ
ま
点
ゆ
る
さ
れ
し
者
也
。
是
も
稽
古
の
致
方

能
故
に
て
有
へ
し
。

『

和
歌
問
答』

は
石
塚
寂
翁

(

一
七
四
六
以
前
―
一
八
一
六
以
降

(

�))

が
、
日
野
資
枝

(

一
七
三
七
―
一
八
〇
一)

の
口
述
を
筆
録
し
た
聞
書

で
あ
る
。
資
枝
は
光
栄
の
実
子
。｢

一
学｣

は
政
豊
の
通
称
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
資
枝
に
よ
っ
て
政
豊
が
光
栄
よ
り

｢

つ
ま
点｣
を

許
さ
れ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

｢

つ
ま
点｣
が

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
の
で

あ
る
が
、
文
脈
か
ら
師
匠
の
か
わ
り
に
仮
に
点
を
施
す
、
と
い
っ
た
く

ら
い
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る

(

�)

。
そ
の
証
左
と
な

る
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
る
。『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

で
あ
る
。
書

誌
を
記
す
。

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草

(

所
蔵
先
目
録
書
名

[

和
歌
集])

内
藤
記

念
く
す
り
博
物
館
蔵
４
９
９
１
６
‐
９
１
１

縦
二
三
・
六
×
一
六
・
六
糎
の
袋
綴
じ
写
本
一
冊
。
収
録
期
間
享

保
一
九
〜
元
文
二
年
。
政
豊
写
。
縹
色
菊
花
文
散
ら
し
表
紙
原
装
。

表
紙
左
肩
に
題
簽
あ
り

(

無
記)

。
内
題
な
し
。
巻
頭
に

｢

享
保

十
九
年
甲
寅
四
月
已
来
政
豊
添
削｣

と
あ
る
。
料
紙
は
楮
紙
。
墨

付
き
一
二
〇
丁
。
全
歌
数
一
〇
九
八
首
。
印
記

｢

松
岡
／
蔵
書｣

(

不
詳)

。

該
書
は
、
光
栄
門
人
を
含
ん
だ
諸
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詠
草
に
政
豊

が
合
点
・
添
削
・
批
言
を
施
し
た
添
削
詠
草
で
あ
る
が
、
詠
草
と
添
削
・

批
言
が
同
筆
と
い
う
点
か
ら
、
返
却
す
る
前
に
政
豊
が
詠
草
と
自
身
の

添
削
結
果
を
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
冊
子
本
と
判
断
し
て
よ
い
。
政
豊
自

筆
の

『

中
院
通
茂
百
首』

(

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

蔵)

と
同
筆
で
、
政
豊
筆
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
縹
色
菊
花
文
散
ら

し
の
表
紙
も

『

中
院
通
茂
百
首』

と
同
じ
で
あ
る
。
書
誌
に
記
し
た
よ

う
に
収
録
期
間
は
享
保
十
九
年

(

一
七
三
四)

か
ら
元
文
二
年

(

一
七

三
七)
ま
で
の
四
年
間
。

と
こ
ろ
で
、『
松
の
し
た
露』

(

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
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タ
ー
蔵)

は
、
加
藤
景
範
の
詠
草
に
対
し
て
政
豊
が
合
点
・
添
削
を
施

し
た
添
削
詠
草
で
あ
る
。
景
範
自
筆
。
詠
出
期
間
は
元
文
二
年
の
み
で
、

全
歌
数
一
二
八
首
。
元
文
二
年
は
景
範
十
八
歳
、
政
豊
は
六
十
歳
。
政

豊
に
提
出
さ
れ
た
景
範
の
原
詠
草
は
、
添
削
を
受
け
て
返
却
さ
れ
る
。

そ
の
添
削
結
果
を
景
範
自
身
が
書
き
継
い
だ

(

後
か
ら
ま
と
め
て
転
写

か)

冊
子
本
で
あ
る
。
提
出
し
た
歌
す
べ
て
を
記
し
て
お
り
、
合
格
歌
、

不
合
格
歌
が
混
在
す
る
。
つ
ま
り

『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

は
指
導

者
側
の
控
え
、『

松
の
し
た
露』
は
添
削
を
受
け
た
側
の
控
え
で
あ
る
。

『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

に
は
元
文
二
年
の
景
範
の
詠
草
が
一
〇
六

首
含
ま
れ
て
お
り
、
双
方
の
資
料
か
ら
提
出
さ
れ
た
歌
、
添
削
結
果
な

ど
が
確
認
で
き
る
。
比
較
す
る
と

『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

に
は
、

景
範
が
政
豊
に
提
出
し
た
詠
草
の
う
ち
、
添
削
が
施
さ
れ
た
合
格
歌
の

み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
政
豊
が
よ
し
と

せ
ず
、
添
削
あ
る
い
は
批
言
を
施
さ
な
か
っ
た
歌
に
つ
い
て
は
原
則
、

政
豊
は
書
き
留
め
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

は
、
景
範
を
は
じ
め
、
諸
氏
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
詠
草
の
う
ち
、
見
込

み
が
な
く
、
添
削
・
批
言
を
加
え
な
か
っ
た
歌
は
無
視
し
、
自
身
が
手

を
入
れ
た
歌
の
み
を
、
添
削
結
果
と
共
に
転
写
し
、
手
控
え
と
し
た
も

の
と
判
断
で
き
る
。
後
に
自
身
の
添
削
・
批
言
を
確
認
す
る
た
め
で
あ

ろ
う
。
和
歌
指
導
者
と
し
て
の
彼
の
生
真
面
目
な
一
面
と
い
え
よ
う
か
。

で
は
、『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

に
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
何
首

ぐ
ら
い
添
削
を
受
け
て
い
た
の
か
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
資
料
２

は
、
各
年
代
ご
と
に
添
削
を
受
け
た
人
物
名
を
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

(
)

内
の
漢
数
字
は
、
収
録
歌
数
を
示
す
。

資
料
２

享
保
十
九
年

(

四
月
よ
り
年
末
ま
で)

好
風

(

三
八)

加
藤
景
允

(

六)

加
藤
景
範

(

二
五)

照
綱

(

九)

福
井
末
紀

(

四)

正
武

(

二
〇)

方
孝

(

二
七)

敬
重

(

一
四)

加
藤
信
成

(

七)

出
雲
寺
和
泉
元
丘

(

一)

平
野
新
右
衛
門
善
長

(

一)
[

太
田
カ]

信
義

(

三)

林
友
直

(

一)

望
月
彦
四
郎
英
貞

(

一)

和
常

(

六)

則
孝

(

五)

今
茂

(

一)

好
在

(

一)

享
保
二
十
年

加
藤
景
範

(

五
五)

方
孝

(

六
十)

敬
重

(

二
二)

重
遠

(

三)

好
風

(

四
一)

加
藤
信
成

(

十
六)

妻
屋
新
兵
衛
昌
方

(
四)

福
井
末
紀(

三
八)

森
源
治
兼
善(

四)

正
武(

四
三)

照
綱

(

九)

昌
孚

(

五)

丸
尾
平
三
郎
祐
良

(

二)

出
雲
寺

文
次
郎
元
光

(

三)
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享
保
二
十
一
年

好
風

(

三
七)

秀
重

(

四)

直
道

(

二)

景
範

(

五
八)

信

成

(
六
七)

方
孝

(

四
一)

重
敬

(

二)

出
雲
寺
元
光
姉
の

尼

(

四)
萩
原
左
仲

(

二)

出
雲
寺
文
次
郎
元
光

(

三)

正

武

(

四
二)
福
井
末
紀

(

一
二)

浅
田
点
心

(

一
四)

敬
重

(

一
〇)

慈
寛

(
三)

山
岡
六
兵
衛
常
紀

(

三)

浄
相

(

一)

方
政

(

五)

伯
届

(
一)

元
賢

(

一)

宗
貞

(

一)

祐
信

(

一)

舎
重

(

一)

了
空

(
一)

伯
雄

(

一)

了
基

(

一)

基
乗

(

一)

ま
さ

(

二)

季
誠

(
七)

恒
軒

(

一)

習
之

(

一)

昌
孚

(

二)

照
綱

(

一)
岡
田
恒
之
進
誠
致

(

三)

久
通

(

一)

勝
全

(

一)

元
文
二
年

勝
全

(

九)

方
政

(

三)

加
藤
景
範

(

一
〇
六)
加
藤
信
成

(

三
一)

敬
重

(

一)

重
遠

(

一)

正
武

(

三
四)
福
井
末

紀

(

八)

季
誠

(

六)

岡
田
恒
之
進
誠
致

(

三)

浅
田
点
心

(

二
四)

照
綱

(

四)

春
芳

(

二)

常
都

(

二)

山
岡
六

兵
衛
常
紀

(

六)

安
多

(

一)

雅
豊

(

二)

瑞
岩

(

三)

長
豈

(

四)

忠
英

(

二
五)

太
田
文
兵
衛
俊
員

(

一)

平
野

新
右
衛
門
善
長

(

一)

道
白

(

二)

和
常

(

六)

お
さ
な
き

子

(

一)

長
江
喜
維

(

一
〇)

久
通

(

二)

詠
出
人
数
は
、
享
保
十
九
年
が
十
八
名
、
享
保
二
十
年
が
十
四
名
、

享
保
二
十
一
年
が
三
十
六
名
、
元
文
二
年
が
二
十
七
名
と
、
年
に
よ
り

詠
出
人
数
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
ま
た
詠
出
者
の
出
入
り
も
み
ら
れ

る
。
好
在
、
妻
屋
昌
方
な
ど
は
、
四
年
間
を
通
じ
て
一
首
と
い
う
者
も

い
る
。
師
を
転
じ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
提
出
し
た
詠
草
が

少
な
く
、
合
格
歌
が
わ
ず
か
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

出
雲
寺
元
丘
・
出
雲
寺
元
光
・
元
光
の
姉
な
ど
出
版
書
肆
関
係
の
顔
ぶ

れ
が
見
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
収
録
歌
数
が
最
も
多

い
の
は
加
藤
景
範
で
、
享
保
十
九
年
の
二
十
五
首
か
ら
は
じ
ま
り
、
五

十
五
首
、
五
十
八
首
、
一
〇
六
首
と
年
々
増
加
し
、
和
歌
執
心
の
様
相

が
見
て
取
れ
よ
う
。

さ
て
、
政
豊
に
点
を
受
け
た
人
物
は
ほ
と
ん
ど
が
伝
不
詳
で
あ
る
。

従
っ
て
政
豊
が
烏
丸
門
人
以
外
に
ま
で
そ
の
指
導
が
及
ん
で
い
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し

『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

『

同
門
和
歌
百
首
案』

『
宝
暦
二
年
二
月
廿
五
日
摂
州
上
牧
村
一
宮
天
満
宮
奉
納
十
首
和
哥

(

�)』
な
ど
の
聞
書
や
、
門
人
詠
出
の
撰
集
・
門
人
を
含
め
た
奉
納
歌
集
に
そ

の
名
が
出
て
こ
な
い
人
物
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

｢

つ
ま
点｣

が

許
可
さ
れ
て
、
後
者
の
門
人
外
の
人
々
に
ま
で
指
導
を
行
っ
て
い
た
と
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捉
え
て
お
き
た
い
。
元
文
二
年
に
は

｢

お
さ
な
き
子｣

な
ど
も
含
ん
で

い
る
の
も
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
未
入
門
の

人
々
の
中
か
ら
希
望
者
を
選
定
し
て
、
入
門
へ
と
斡
旋
す
る
役
割
を
政

豊
は
担
っ
て
い
た
と
推
測
し
て
お
く
。

以
下
資
料
３
と
し
て
、『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

中
の
添
削
を
受

け
た
人
々
の
う
ち
、
何
ら
か
の
情
報
が
得
ら
れ
る
人
物
に
つ
い
て
推
定

も
含
め
、
各
年
代
ご
と
に
掲
出
し
た

(

�)

。

資
料
３

享
保
十
九
年

景
充

加
藤
氏
。
一
太
郎
、
後
に
一
菴
。
加
藤
信
成
の
甥
。
信
成

に
養
育
さ
れ
る(

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵『

加
藤
氏
系
図』)

。

景
範

加
藤
氏
。
竹
里
と
号
す
る
。
加
藤
信
成
の
長
男
。(

多
治

比
郁
夫
氏

｢

加
藤
景
範
年
譜

懐
徳
堂
の
歌
人

｣
『

大
阪

府
立
図
書
館
紀
要』

八
、
昭
和
四
十
七
年
三
月)

末
紀

福
井
氏
。
伊
勢
の
御
師
。
平
間
長
雅
編『

奉
納
千
首
和
歌』
、

『

葵
心
集』

、『

心
花
集』

な
ど
に
入
集
。

正
武

天
明
元
年
に
加
藤
景
範
は
、
有
賀
長
収
・
正
武
と
と
も
に

鳴
門
へ
向
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の

｢

正
武｣

と
同
一
人
物
か
。

(

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

『

加
藤
竹
里
文
集』

・
多
治
比
郁
夫

氏

｢

加
藤
景
範
年
譜

懐
徳
堂
の
歌
人

｣
『

大
阪
府
立
図

書
館
紀
要』

八
、
昭
和
四
十
七
年
三
月)

敬
重

『

烏
丸
光
栄
等
一
夜
百
首』

(

古
典
文
庫
六
六
四

『

烏
丸
光

栄
関
係
資
料
集』

所
収)

の
詠
者

｢

敬
重｣

と
同
一
人
物
か
。

出
雲
寺
和
泉

元
丘
か
。
出
版
書
肆
。『

新
玉
津
嶋
社
奉
納
和
歌』

に
一
首
入
集
。

林
友
直

『

和
歌
継
塵
集』

に
二
首
、『

和
歌
山
下
水』

に
一
首
入

集
の

｢

友
直｣

と
同
一
人
物
か
。

好
在

『

清
地
草』

入
集
の

｢

佐
々
木
好
在｣

(｢

伯
州
米
子
勝
田

宮
司｣)

と
同
一
人
物
か
。

享
保
二
十
年

半
田
重
遠

光
栄
門
。
忠
助
。『

同
門
和
歌
百
首
案』

に
九
首
入

集

(

古
典
文
庫

『

烏
丸
光
栄
関
係
資
料
集』

に
所
収)

。

信
成

加
藤
氏
。
元
文
二
年
八
月
十
九
日
、
光
栄
へ
入
門
。
景
範

の
父
。(『

承
露
吟
草』

・
多
治
比
郁
夫
氏

｢

加
藤
景
範
年
譜

懐
徳
堂
の
歌
人

｣
『

大
阪
府
立
図
書
館
紀
要』

八
、
昭
和
四

十
七
年
三
月)

妻
屋
昌
方

妻
屋
氏
。
秀
員
の
養
子
。
秀
員
に
後
を
継
ぐ
べ
き
子

が
な
か
っ
た
た
め
、
松
坂
か
ら
迎
え
ら
れ
庄
屋
職
を
継
ぐ
。(

松
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原
市
史
編
さ
ん
室
編

『

妻
屋
秀
員
と
烏
丸
光
栄
口
授』

松
原
市
役

所
、
平
成
九
年
三
月)

出
雲
寺
文
次
郎
元
光

出
版
書
肆
。

享
保
二
一
年

直
道

『

鳥
之
迹』

に
一
首
入
集
の

｢

中
山
内
膳
直
道｣

と
同
一

人
物
か
。

元
賢

『

新
玉
津
嶋
社
奉
納
和
歌』

に
一
首
入
集
の

｢

元
賢｣

と

同
一
人
物
か
。

宗
貞

『

新
歌
さ
ゝ
れ
石』

に
二
首
、『

和
歌
継
塵
集』

に
二
首
、

『

新
玉
津
嶋
社
奉
納
和
歌』

に
六
首
入
集
の

｢

宗
隆｣

と
同
一
人

物
か
。

伯
雄

『

新
玉
津
嶋
社
奉
納
和
歌』

に
一
首
入
集
の

｢

伯
雄｣

と

同
一
人
物
か
。

元
文
二
年

雅
豊

『

鳥
之
迹』

に
二
首
、『

歌
林
尾
花
末』

に
一
首
、『

新
歌

さ
ゝ
れ
石』

に
二
首
入
集
の

｢

雅
豊｣

と
同
一
人
物
か
。

長
江
喜
維

光
栄
門
。『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

に
頻
出
。『

蓮
沼
和

歌
集』

で
は
、
喜
維
亭
で
の
当
座
に
政
豊
が
出
座
し
て
い
る
。

四

烏
丸
門
入
門
へ
の
斡
旋

長
伯
や
宣
阿
な
ど
の
地
下
二
条
派
宗
匠
達
が
台
頭
し
て
く
る
中
、
公

家
は
入
門
を
志
す
者
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
、
入
門
へ
と
導
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
公
家
世
界
と
い
う
閉
鎖
性
に
よ
り
、
公
家
に
師
を
求
め

よ
う
と
し
た
場
合
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
手
づ
る
が
必
要
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
烏
丸
光
栄
門
の
場
合
、
政
豊
が
そ
の
仲

介
役
を
果
た
し
て
い
た
ら
し
い
。

享
保
十
五
戌
年
、
松
井
政
豊
取
次
に
て
和
歌
の
御
門
弟
に
め
し
加

へ
ら
る
。
御
装
束
、
折
烏
帽
子
、
指
貫
に
て
御
手
つ
か
ら
御
熨
斗

下
さ
る
ゝ
。
和
歌
執
心
に
て
寄
特
也
。
道
に
不
背
様
に
可
心
得
。

詠
草
一
両
日
中
添
削
相
渡
す
へ
し
と
の
仰
。

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』)

享
保
十
五
年

(

一
七
三
〇)

、
妻
谷
秀
員
が
光
栄
に
入
門
し
た
と
き

の
記
述
で
あ
る
。
秀
員
は
、
河
内
生
ま
れ
。
代
々
幕
府
領
の
庄
屋
を
務

め
た
家
柄
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は

｢

松
井
政
豊
取
次
に
て
和
歌
の

御
門
弟
に
め
し
加
へ
ら
る｣

と
、
入
門
に
際
し
政
豊
の
斡
旋
が
介
在
し

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
例

『

蓮
沼
和
歌
集』

(

一
一
二
四)

よ
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り
同
様
の
資
料
を
上
げ
る
。

近
江
国
和
田
村
善
福
寺
の
住
持
信
印
法
師
此
道
を
あ
ふ
ぎ
都
に
登

り
我
を
し
る
べ
と
し
て
烏
丸
亜
相
公
の
門
に
入
対
面
給
り
よ
ろ
こ

び
帰
る
に
の
ぞ
み
て
餞
の
歌
よ
み
て
よ
と
有
し
か
ば
読

(

マ
マ)

て
遣
し
侍

る
里
遠
く
隔
て
住
と
も
も
ろ
と
も
に
心
は
わ
か
の
浦
に
あ
そ
ば
ん

信
印
な
る
近
江
に
住
む
住
持
が
上
洛
し
て

｢

我
を
し
る
べ
と
し
て｣

と
あ
る
よ
う
に
、
政
豊
を
手
引
き
と
し
て
光
栄
に
入
門
、
対
面
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
二
例
で
は
あ
る
が
、
政
豊
は
こ
の
よ
う
に
光
栄
に
指

導
を
求
め
る
人
々
と
、
光
栄
と
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
他
の

門
人
が
入
門
の
仲
介
を
と
っ
た
と
い
う
例
は
未
見
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、

こ
の
よ
う
な
政
豊
の
働
き
が
、
入
門
を
潤
滑
に
さ
せ
、
光
栄
の
門
人
獲

得
に
貢
献
し
て
い
た
点
は
推
測
で
き
る
。
近
世
期
、
公
家
が
門
人
を
獲

得
す
る
際
の
一
端
を
示
し
て
い
よ
う
。
お
そ
ら
く
中
院
や
武
者
小
路
と

い
っ
た
和
歌
の
家
も
同
様
の
人
物
が
い
て
、
師
に
代
わ
り
添
削
や
入
門

の
斡
旋
を
受
け
持
つ
人
物
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に

松
井
政
豊
は
、
医
者
と
い
う
本
職
の
か
た
わ
ら
堂
上
の
も
と
で
学
び
、

光
栄
の
信
頼
を
得
て
、
烏
丸
門
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
添
削
指
導
を

施
す
ま
で
に
成
長
し
た
。
彼
は
、
和
歌
の
秘
伝
を
受
け
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
ま
た
、
出
版
物
を
世
に
送
り
出
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
従
っ

て
彼
の
歌
名
が
京
都
に
聞
こ
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
歌
人
と
し
て
の

評
価
は
あ
く
ま
で
、
烏
丸
門
内
に
留
ま
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
当

時
の
歌
壇
が
、
い
ま
だ
堂
上
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
享
保
期
、
彼
が

門
内
で
果
た
し
た
役
割
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
長
伯
・
宣
阿
と
い
っ

た
宗
匠
達
と
は
、
同
時
代
に
あ
っ
て
ま
っ
た
く
接
触
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
点
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

注

(

１)

中
川
豊

『

烏
丸
光
栄
関
係
資
料
集』

(

古
典
文
庫
、
平
成
十
四
年
三

月)

所
収
。

(
２)

『

近
世
歌
学
集
成

中』
(

明
治
書
院
、
平
成
九
年
十
一
月)

所
収
。

引
用
と
松
井
政
豊
略
年
譜
の
頁
数
は
該
書
に
よ
っ
た
。

(

３)

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
蔵
９
１
１
・
１
５
８
Ｎ
Ａ
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Ｋ
。
書
写
年
不
明
。

(
４)

元
文
三
年

(

一
七
三
八)

五
月
八
日
、
烏
丸
光
栄
が
門
人
中
倉
直
民

[
忠
悦]

亭
の
菊
水
館
へ
招
聘
さ
れ
御
前
当
座
が
行
わ
れ
た
際
、
光
栄

が
そ
の
場
で
政
豊
へ
書
き
与
え
た
和
歌
教
訓
書
。
政
豊
が
光
栄
に
入
門

し
て
十
三
年
目
の
こ
と
で
、
と
き
に
光
栄
五
十
歳
。
政
豊
六
十
一
歳
。

内
容
は
、『
唐
書』

『

孟
子』

を
引
用
し
つ
つ
、
詠
出
に
お
け
る
心
構
え

を
簡
潔
に
説
き
示
し
た
も
の
。
全
文
字
数
約
二
百
字
。『

烏
丸
光
栄
�

口
授』

に
収
録
。
な
お
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
発
行
の
弘
文
荘
古
書
販

売
目
録
に
烏
丸
家
旧
蔵
と
伝
え
る

『

松
井
政
豊
に
与
ふ
る
書』

が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
写
真
か
ら
で
あ
る
が
光
栄
筆
と
判
断
し
て
よ
い
。
そ
の

伝
来
か
ら
す
れ
ば
政
豊
に
与
え
た
も
の
の
控
え
か
。

(

５)

名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
神
宮
皇
學
館
本
九
一
一
・
一
〇
七
‐
Ｍ
ａ
。

書
名
か
ら
で
は
、
師
で
あ
る
光
栄
か
ら
政
豊
へ
の
口
授
な
の
か
、
政
豊

自
身
か
ら
誰
か
へ
の
口
授
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
大
谷
俊
太
氏
は

｢『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

の
諸
本
―
堂
上
地
下
間
の
歌
道
教
授
―｣

の
注

で
、
本
文
に
あ
る
光
栄
の
歌
を

｢

尊
師
御
哥
に
…｣

と
記
述
し
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、｢

政
豊
に
よ
る
光
栄
説
の
祖
述
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
か
。｣

と
推
測
し
て
い
る
。
本
文
に
は

｢

こ
と
�
�
し

く
候
と
の
事
な
り
。｣

｢

此
体
ふ
り
候
と
の
批
言
也｣

な
ど
と
み
え
、
指

導
内
容
を
さ
ら
に
第
三
者
へ
伝
え
て
い
る
印
象
で
あ
る
。
該
書
が
伊
勢

御
師

お
ん
し

来
田
家
伝
来
本
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
光
栄
の
言
説
を
政
豊

が
来
田
氏
へ
伝
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

６)
『

積
翠
集』

住
吉
御
文
庫
蔵

(

未
見)

。
活
字
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い

る
松
原
市
史
編
さ
ん
室
編

『

妻
屋
可
雪
斎
と
そ
の
作
品』

(

松
原
市
役

所
、
昭
和
五
十
九
年
三
月)

所
収

『

積
翠
集』

に
よ
っ
た
。
八
十
九
番

歌
。

(

７)

神
宮
文
庫
蔵
三
門
一
二
四
二
。
島
原
泰
雄
氏
等
編

｢

承
露
吟
草
―
解

説
・
翻
刻
・
索
引
―｣

(

皇
學
館
大
学
人
文
学
会

｢

皇
學
館
論
叢｣

�

巻
第
１
号
・
�
巻
第
２
号
・
�
巻
第
３
号

平
成
十
二
年
二
月
・
四
月
・

六
月)

に
翻
刻
収
録
。

(

８)

注
６
参
照
。

(

９)

津
市
の
石
水
博
物
館
に
は

『

武
者
小
路
実
陰
�
御
添
削
之
詠
草
控』

が
伝
わ
る
。
実
陰
よ
り
添
削
を
受
け
た
原
詠
草
が
返
却
さ
れ
た
際
、
そ

れ
を
転
写
し
、
書
き
留
め
た
爾
然
斎
側
の
控
え
と
判
断
さ
れ
る
。
爾
然

斎
の
家
集
は
、
版
本
と
し
て『

爾
然
斎
玄
無
法
師
歌
集』

が
文
久
元
年
、

子
孫
の
川
喜
田
政
明
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
石
水
博
物

館
に
は
政
豊
の
懐
紙
が
一
枚
伝
え
ら
れ
て
い
る
。｢

詠
納
涼
風

和
歌

政
豊

立
よ
れ
ば
あ
つ
さ
も
な
つ
の
夕
す
ゝ
み
松
陰
ふ
か
く
か
ぜ
か
よ

ひ
き
て｣

。『

蓮
沼
和
歌
集』

の
通
し
番
号
四
三
三
番
歌

(

異
同
な
し)

。

(

�)
『

近
世
歌
学
集
成

中』
(

明
治
書
院
、
平
成
九
年
十
一
月)

所
収
。

(

�)

神
作
研
一
氏

『

近
世
和
歌
史
の
研
究』

(

角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一

三
年
一
月)

二
八
五
頁
参
照
。

(

�)

大
谷
俊
太
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

(

�)

注
１
に
収
録
。

(
	)

調
査
に
当
た
っ
て
は
多
治
比
郁
夫
・
上
野
洋
三
氏
編『

上
方
歌
書
集』

(
上
方
藝
文
叢
刊
１
・
八
木
書
店
、
昭
和
五
十
七
年
八
月)

、
上
野
洋
三

氏
編

『

近
世
和
歌
撰
集
集
成

地
下
編』

(

明
治
書
院
、
昭
和
六
十
年

四
月)
を
参
照
し
た
。
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[
付
記]

本
稿
は
、
東
海
近
世
文
学
会
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基

づ
い
て
い
る
。
席
上
、
ま
た
、
そ
の
後
に
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し

た
大
谷
俊
太
氏
・
服
部
仁
氏
・
早
川
由
美
氏
・
柳
沢
昌
紀
氏
に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

松
井
政
豊
略
年
譜

延
宝
六
年

(

一
六
七
八)

１
歳

誕
生

(『

蓮
沼
和
歌
集』

跋
文)
。

正
徳
三
年

(

一
七
一
三)

�
歳

九
月
、『

蓮
沼
和
歌
集』

巻
頭
歌
は

｢

中
院
前
右
府
公
御
合
点
詠

草

正
徳
三
年
癸
巳
九
月
那
波
常
祐
月
次
に

草
花
色
々

み
る

に
あ
か
ぬ
秋
の
野
原
か
置
露
も
千
種
に
匂
ふ
花
の
盛
は｣
。
こ
の

年
よ
り
享
保
四
年

(

一
七
一
九)

ま
で
の
詠
草
は
中
院
通
躬
の
添

削
を
受
け
る

(『

蓮
沼
和
歌
集』

一
〜
六)

。
通
躬
以
前
は
、
中
院

通
茂
の
添
削
を
受
け
る

(『

蓮
沼
和
歌
集』

跋
文)

。

正
徳
四
年

(

一
七
一
四)

�
歳

通
躬
添
削
詠
草
は
七
首

(『

蓮
沼
和
歌
集』

七
〜
十
三)

。

正
徳
五
年

(

一
七
一
五)

�
歳

通
躬
添
削
詠
草
は
十
一
首

(『

蓮
沼
和
歌
集』

十
四
〜
二
十
四)

。

享
保
元
年

(

一
七
一
六)

�
歳

通
躬
添
削
詠
草
は
九
首

(『

蓮
沼
和
歌
集』

二
十
五
〜
三
十
三)

。

享
保
二
年

(

一
七
一
七)

�
歳

通
躬
添
削
詠
草
は
十
六
首(『

蓮
沼
和
歌
集』

三
十
四
〜
四
十
九)

。

享
保
三
年

(

一
七
一
八)

�
歳

通
躬
添
削
詠
草
は
五
首

(『

蓮
沼
和
歌
集』

五
十
〜
五
十
四)

。
こ

の
年
妻
を
亡
く
す

(『

蓮
沼
和
歌
集』

五
十
四
・
五
十
六)

。

享
保
四
年

(

一
七
一
九)

�
歳

通
躬
添
削
詠
草
は
三
首

(『

蓮
沼
和
歌
集』

五
十
五
〜
五
十
七)

。

享
保
十
年

(

一
七
二
五)

�
歳

八
月
二
十
四
日
、
烏
丸
光
栄
に
入
門(『

蓮
沼
和
歌
集』

四
七
七)

。

光
栄
三
十
七
歳
。

享
保
十
二
年

(

一
七
二
七)

	
歳

四
月
十
一
日
、
三
輪
執
斎
が
江
戸
へ
帰
還
。
歌
を
贈
る

(『

蓮
沼

和
歌
集』

九
七
九)

。

加
藤
信
成
が
中
院
通
茂
家
集

『

老
槐
和
歌
集』

を
転
写
す
る

(

大

阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

『

老
槐
和
歌
集』)

。

享
保
十
三
年

(
一
七
二
八)



歳
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十
一
月
五
日
、
履
霜
軒

[

恵
藤
一
雄]

二
十
五
回
忌
。
追
善
和
歌

詠
出

(『

蓮
沼
和
歌
集』

一
〇
〇
四)

。

享
保
十
四
年

(

一
七
二
九)

�
歳

六
月
、
美
濃
国
へ
下
る
途
中
、
野
洲
の
河
原
で
夕
立
に
遭
う

(『

蓮
沼
和
歌
集』

四
三
〇)

。

享
保
十
五
年

(

一
七
三
〇)
�
歳

政
豊
の
取
り
次
ぎ
で
妻
屋
秀
員
が
光
栄
に
入
門

(『

烏
丸
光
栄
�

口
授』

五
三
九
頁)

。
秀
員
四
十
八
歳
。

妻
屋
秀
員
が
政
豊
亭
で
の
当
座
に
出
座

(『

積
翠
集』

二)

。

享
保
十
七
年

(

一
七
三
二)

�
歳

三
月
十
八
日
、
爾
然
斎
亭
に
て
柿
本
社
御
影
供
に
巻
頭
歌
を
詠
む

(『

蓮
沼
和
歌
集』

一
九
三)

。

享
保
十
九
年

(

一
七
三
四)

�
歳

四
月
二
十
日
あ
ま
り
、
信
貴
山
へ
登
り
時
鳥
の
初
音
を
聞
き
詠
出

(『

蓮
沼
和
歌
集』

三
九
九)

。

こ
の
年
、
好
風
・
景
充
・
景
範
・
照
綱
・
末
紀
・
正
武
・
方
孝
等

十
八
名
の
詠
草
を
添
削
す
る

(『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』)

。

享
保
二
十
年

(

一
七
三
五)

�
歳

正
月
十
七
日
、
私
宅
当
座

(『

蓮
沼
和
歌
集』

二
三
四)

。

二
月
十
七
日
、
私
宅
当
座

(『

蓮
沼
和
歌
集』

二
三
五)

。

妻
屋
秀
員
が
政
豊
亭
で
の
当
座
に
出
座

(『

積
翠
集』

三
二
二)

。

こ
の
年
、
加
藤
景
範
・
方
孝
・
敬
重
・
重
遠
・
好
風
等
十
四
名
の

詠
草
を
添
削
す
る

(『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』)

。

享
保
二
十
一
年

(

一
七
三
六)

�
歳

三
月
十
八
日
、
丸
山
会
当
座

(『

蓮
沼
和
歌
集』

二
四
二)

。

四
月
二
十
七
日
、
妙
満
寺
当
座

(『

蓮
沼
和
歌
集』

二
四
三)

。

八
月
十
九
日
、
加
藤
信
成
が
烏
丸
光
栄
に
入
門

(『

承
露
吟
草』

七
二
三)

。
信
成
五
十
歳
。

こ
の
年
、
好
風
・
直
道
・
景
範
・
信
成
等
三
十
六
名
の
詠
草
を
添

削
す
る

(『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』)

。

元
文
二
年

(

一
七
三
七)

�
歳

三
月
十
八
日
、
爾
然
斎
ら
と
長
楽
寺
に
遊
び
、
当
座
を
行
う

(『

蓮
沼
和
歌
集』

二
四
七)

。

一
一
月
二
十
四
日
、
光
栄
が
荒
木
田
盛
紹
の
旅
館
へ
行
く

(『

栄

葉
集』

二
四
九
四
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『

光
栄
公
記』)

。

加
藤
信
成
が
政
豊
六
十
の
賀
歌
を
詠
む(『

承
露
吟
草』

七
二
五)

。

こ
の
年
、
勝
全
・
方
政
・
加
藤
景
範
・
加
藤
信
成
等
二
十
七
名
の

詠
草
を
添
削
す
る
。
加
藤
景
範
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
詠
草
全
一
二
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八
首
に
つ
い
て
は
、
一
〇
六
首
に
添
削
・
批
言
を
付
し
て
、
返
却

前
に
手
控
え
と
し
て
書
き
留
め
る
。(『

松
井
政
豊
点
諸
家
詠
草』

『
松
の
し
た
露』)

。

元
文
三
年

(
一
七
三
八)

�
歳

二
月
七
日
、『
烏
丸
光
栄
�
口
授』

に

｢

詠
歌
一
体
、
政
豊
ま
で

つ
か
は
す｣

と
あ
り
、
烏
丸
門
内
で
の

『

詠
歌
一
体』

の
回
覧
が

知
ら
れ
る

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

五
〇
四
頁)

。

五
月
八
日
、
中
倉
法
眼

(
直
民
・
忠
悦)

の
菊
水
館
へ
光
栄
が
御

成
。
御
前
当
座
が
興
行
さ
れ
る

(『
蓮
沼
和
歌
集』

六
二
八)

。
政

豊
へ

『

松
井
政
豊
に
与
ふ
る
書』

を
下
賜
(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

四
八
一
頁
・
五
九
〇
頁
・
五
九
一
頁
・『

蓮
沼
和
歌
集』

跋
文)

。

元
文
四
年

(

一
七
三
九)

�
歳

三
月
十
八
日
、
和
泉
国
歌
塚
法
楽
和
歌
。
森
本
宗
範
勧
進

(『

蓮

沼
和
歌
集』

二
五
六)

。

八
月
十
九
日
、
木
屋
町
三
条
上
ル
伊
賀
屋
裏
座
敷
同
門
会
興
行
。

光
栄
御
成
。
御
前
当
座
が
行
わ
れ
る
。
出
座
は
政
豊
・
直
民
・
秀

員
・
則
明
・
喜
維
・
信
成
・
景
忠
・
道
好
の
八
人

(『

烏
丸
光
栄

�
口
授』

四
八
七
頁
・『

蓮
沼
和
歌
集』

四
五
一)

。

元
文
五
年

(

一
七
四
〇)

�
歳

二
月
、
烏
丸
門
の
撰
集

『

同
門
和
歌
百
首
案』

が
成
立
。
詠
者
は

森
本
宗
範(

十
三
首)

・
妻
屋
秀
員(

十
首)

・
松
平
乗
穏(

十
首)

・

奥
野
保
悟(

九
首)

・
老
門
禎
義(

九
首)

・
半
田
重
遠(

九
首)

・

藤
門
周
齋(

八
首)

・
中
倉
忠
悦(

七
首)

・
加
藤
信
成(

七
首)

・

池
田
義
成(

六
首)

・
松
井
政
豊(

五
首)

・
井
出
信
当(

四
首)

・

利
子

(

二
首)

・
大
乗
院
前
大
僧
正
隆
尊

(

一
首)

の
十
四
名

(『

同
門
和
歌
百
首
案』)

。

三
月
二
十
日
頃
、
加
藤
信
成
・
妻
屋
秀
員
と
共
に
吉
野
へ
花
見
に

出
か
け
る

(『

蓮
沼
和
歌
集』

二
六
三
〜
二
六
七
・『

承
露
吟
草』

一
五
八
〜
一
六
二
・『

積
翠
集』

八
九
〜
九
三)

。

三
月
二
十
九
日
、
吉
野
で
の
秀
員
の
詠
草
を
光
栄
が
添
削
す
る

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

五
〇
六
頁
・『

積
翠
集』

八
九
〜
九
三)

。

四
月
四
日
、
光
栄
に
拝
謁
。
詠
出
に
お
け
る
指
導
を
受
け
る

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

四
九
六
頁)

。

六
月
二
十
五
日
、
摂
州
一
宮
法
楽

(『

蓮
沼
和
歌
集』

九
九
三)

。

六
月
二
十
七
日
、
聖
護
院
森
大
村
氏
別
荘
へ
光
栄
が
御
成
。
当
座

が
行
わ
れ
る

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

五
一
二
頁)

。『

蓮
沼
和
歌

集』
七
八
九
に
は

｢

三
本
木
御
成
当
座｣

と
あ
る
。

寛
保
元
年

(
一
七
四
一)

�
歳
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三
月
二
十
七
日
、
三
本
木
坂
田
亭
へ
光
栄
が
御
成
。
当
座
興
行
。

出
座
は
政
豊
・
中
倉
忠
悦
・
久
保
倉
盛
紹
・
奥
野
保
悟
・
後
藤
則

明
・
長
江
喜
維
・
加
藤
信
成
・
村
田
景
忠
・
道
好
・
尼
崎
一
清
・

松
村
昌
條
・
津
田
基
富
・
勝
元
・
石
塚
嘉
亨
・
富
山
定
敬

(

以
上

門
人)

・
安
田
長
伯
・
窪
田
尚
安(

以
上
取
持)

・
青
木
左
兵
衛
尉
・

牧
庄
次
・
花
房
金
吾

(

以
上
御
供)

の
二
十
人

(『

烏
丸
光
栄
�

口
授』

五
二
五
頁
・『
蓮
沼
和
歌
集』

九
〇
二)

。

五
月
十
二
日
、
光
栄
が
三
本
木
に
御
成
。
当
座
興
行

(『

蓮
沼
和

歌
集』

九
九
五
・『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

五
七
六
頁)

。

六
月
二
十
五
日
、
摂
津
一
宮
法
楽

(『
蓮
沼
和
歌
集』

二
七
〇)

。

寛
保
二
年

(

一
七
四
二)

�
歳

[

三
月
十
八
日]

、
清
水
成
就
院
同
門
会
当
座

(『
蓮
沼
和
歌
集』

一
八
四)

。

三
月
、
光
栄
か
ら
加
藤
景
範
へ
口
授
が
あ
る

(『

烏
丸
光
栄
�
口

授』

五
四
〇
頁)

。

四
月
十
二
日
、
四
条
室
町
に
新
造
し
た
中
倉
法
眼
亭
へ
光
栄
が
御

成
。
当
座
興
行
。
出
座
は
政
豊
・
中
倉
忠
悦
・
奥
野
清
順
・
妻
屋

秀
員
・
後
藤
則
明
・
長
江
喜
維
・
尼
崎
一
清
・
松
村
昌
條
・
津
田

基
富
・
喜
亭
・
富
山
定
敬
・
加
藤
景
範

(

以
上
門
人)

・
安
田
長

伯
・
窪
田
尚
安

(

以
上
取
持)

・
桂
重
周

(

御
供)

の
十
五
名

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

五
四
三
頁
・『

蓮
沼
和
歌
集』

八
六
五)

。

八
月
二
十
七
日
、
久
保
倉
盛
紹
旅
亭
へ
光
栄
が
御
成
。
当
座

(『

蓮
沼
和
歌
集』

六
三
五)

。

寛
保
三
年

(

享
保
十
六
年
カ)

[

亥
の
年]

(

一
七
四
三)

�
歳

五
月
十
八
日
、
光
栄
が
三
本
木
へ
御
成
。
当
座

(『

蓮
沼
和
歌
集』

一
〇
九
九)

。

延
享
元
年

(

一
七
四
四)

�
歳

五
月
十
二
日
、
三
本
木
坂
田
亭
へ
光
栄
が
御
成
。
当
座
興
行
。
出

座
は
政
豊
・
中
倉
忠
悦
・
池
田
義
成
・
窪
田
尚
安
・
長
江
喜
維
・

村
田
忠
興

(

以
上
門
人)

・
桂
重
周

(

御
供)

・
五
十
川
要
人
・
牧

庄
次

(

以
上
近
習)

の
九
人
。
松
田
治
兵
衛
も
出
座
か

(『

烏
丸

光
栄
�
口
授』

五
七
六
頁)

。

五
月
二
十
八
日
、
光
栄
が
三
本
木
井
筒
屋
座
敷
へ
御
成
。
当
座
興

行
。
出
座
は
政
豊
・
奥
野
清
順
・
後
藤
則
明
・
長
江
喜
維
・
奥
村

松
陰
・
松
村
昌
條
・
尼
崎
一
清
・
津
田
基
富
・
石
塚
嘉
亨
・
妻
屋

秀
員
・
山
下
伴
政
・
片
山
俊
方
・
曾
谷
政
富

(

以
上
門
人)

・
土

佐
光
芳
・
安
田
長
伯
・
窪
田
尚
安

(

以
上
取
持)

青
木
大
炊
充

(

御
供)
の
十
七
人

(『

烏
丸
光
栄
�
口
授』

五
五
一
頁
・『

蓮
沼
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和
歌
集』

五
三
三)

。

延
享
二
年

(

一
七
四
五)

�
歳

四
月
十
五
日
、
三
本
木
へ
光
栄
が
御
成
。
当
座

(『

蓮
沼
和
歌
集』

三
三
一)
。

十
月
十
一
日
、
加
藤
景
範
が
上
京
。
二
十
六
日
に
江
戸
入
り
。
十

一
月
十
九
日
に
大
坂
へ
帰
る
。
帰
途
、
京
都
に
政
豊
を
訪
ね
る

(『

竹
里
君
関
東
紀
行』
東
洋
文
庫
蔵
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

蔵
紙
焼
き
本
に
よ
る)

。

延
享
三
年

(

一
七
四
六)

�
歳

二
月
十
八
日
、
松
村
昌
條
亭
同
門
会

(
兼
題)

が
行
わ
れ
る
が
、

病
中
の
た
め
欠
座
す
る

(『

蓮
沼
和
歌
集』
一
八
三)

。

三
月
十
四
日
、
没

(『

蓮
沼
和
歌
集』

跋
文)

。

延
享
四
年

(

一
七
四
七)

三
月
、
加
藤
信
成
が
政
豊
一
周
忌
追
善
和
歌
を
詠
む

(『
承
露
吟

草』

七
一
九)

。

延
享
五
年
・
寛
延
元
年

(

一
七
四
八)

三
月
十
四
日
、
烏
丸
光
栄
薨
去

(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『

烏
丸
家
系

譜』)

。

六
月
、
加
藤
景
範
が

『

蓮
沼
和
歌
集』

の
跋
文
を
記
す

(『

蓮
沼

和
歌
集』

跋
文)

。

十
一
月
、
五
井
蘭
洲
が
加
藤
信
成
の
家
集

『

承
露
吟
草』

の
序
文

を
記
す
。
冬
、
子
の
景
範
が
跋
文
を
記
す(『

承
露
吟
草』

序
文
・

跋
文)

。

明
和
二
年

(

一
七
六
五)

十
月
、
加
藤
景
範
が
妻
屋
秀
員
の
家
集

『

積
翠
集』

の
跋
文
を
記

す
。
跋
文
に
よ
れ
ば
、
景
範
は
秀
員
よ
り
家
集
の
校
訂
・
謄
写
・

跋
文
の
執
筆
及
び
住
吉
大
社
へ
の
奉
納
を
依
頼
さ
れ
て
い
た

(『

積
翠
集』

跋
文)

。

年
月
日
不
詳

加
藤
信
成
と
の
両
吟
月
次

(『

承
露
吟
草』

五
八
・
一
一
八
・
三

三
三
・
四
六
〇)

。
加
藤
信
成
が
政
豊
の
父
の
五
十
年
忌
に
追
善

和
歌
を
詠
出

(『

承
露
吟
草』

七
一
四)

。

(

文
学
部
准
教
授)
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